
点　　鐘　川本会長
ロータリーソング「奉仕の理想」

出 席 報 告
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メイク 　七川

食 事 時 間

会 長 ひ と 言

　皆様こんにちは。
　本日はお忙しい中、竹鶴様ようこそおいで下
さいました。
　私も竹原市出身で、先々代までは同じ造り酒
屋でした。
　本日の卓話大変楽しみにしております。
　さて、佐賀空港フォーラムにご参加の皆様た
いへんお疲れさまでした。
　私も空港フォーラムの参加は今回で3回目とな
ります。
　今回の佐賀空港フォーラムの目玉は、佐賀駐
屯地にお伺いして、オスプレイの見学でした。
　1機あたり230億円のオスプレイは想像以上に
大きく立派なヘリコプターでした。
　自衛隊広報部の方により、細部にわたりご丁
寧な説明を頂き、オスプレイ内部にも乗せて頂
きました。
　我が人生、最初で最後の経験が出来ました。
　オスプレイ17機の配備で、自衛隊の所有する
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オスプレイは全て佐賀駐屯地にあるとの事でし
た。
　また、夕方からの空港フォーラムも楽しく親
しみやすい雰囲気で執り行われました。
　会長挨拶などがあり緊張感いっぱいでのぞん
だ空港フォーラムでしたが、正直、初めて空港
フォーラムが楽しいと感じました。
　我が広島空港ロータリークラブの会員の皆様
も、とても楽しそうで参加して良かったと感じ
た次第です。
　さて来年度の空港フォーラムは名古屋での開
催になります。
　会員の皆様には是非ともご参加頂きたいと思
います。
　ありがとうございました。

幹 事 報 告

【回覧】
　・�12月の例会出欠表
　・�ロータリーの友　11月号
　・�東広島ロータリークラブ　例会予定
　・�今年の漢字予想　まだの方は是非ご応募く
ださい

■�複合機のリース　引き継ぎたい方いらっしゃ
いませんか？

松本邦雄名誉会員より

　会長とともに松本邦雄さんに御礼の挨拶をし
てきました。
　皆さんに最後に挨拶できずにすみません。
　よろしく、お伝えください。
との事でした。🫡

　松本邦雄名誉会
員よりお手紙と寸
志を頂戴いたしま
した。

重森佳代子会員より

　20年前、青少年交換留学で当クラブがお世話
したジェニーが、ニューヨーク　マンハッタン
からやってきました。
　「ロータリーのおかげで、人生が変わった」と
大変感謝してました。
　当時一緒に留学していたフランスの留学生と
も交流があるそうです。
　奉仕することの大切さを実感しました。

卓 話 時 間

「竹鶴酒造の歴史と酒造りへの拘り」

講師紹介　住田 誠会員

竹鶴酒造㈱　竹鶴 敏夫さま



Welcome

2025.11.19

　竹鶴酒造(株)　

　代表取締役社長 竹鶴敏夫様

創業享保十八年

「風土と歴史を醸す」
「食をおいしくする」

「うま味・きれ味・酸味」

広島の日本酒の歴史

１４０１年～ 日明貿易
１５００年代 南蛮貿易

三原～尾道の日本酒が好評を得る

三原は全国四大酒処の１つとして著名となる

１６００年 関ヶ原の戦い
１６０１年 福島正則、広島入封

播磨の国から来た川口屋が三原に酒蔵を開く

「和州奈良、摂州伊丹・池田、賀州菊川、備州三原，皆醑醇の名を得」
※和漢三才図会（１７１２年、寺島良安著）

・当時の竹原の酒造りは、製塩の副業だった商家が多かった
・入浜式塩田の老舗（全国で２番目）である事から、竹原は
高級な塩の産地だった

・日本酒においても高級品・本物を造るのは製塩業の感覚と
して当たり前の事だったのでは？

・時代遅れでも安く売るという道もあったはず。何故高品質を
目指したのか？

疑 問

・当時は熟成したお酒に価値があったが、地方蔵では品質を
誤魔化す事が横行していた

・「本物を造る」という価値観が、既に共有されていたので
酒造組合が迅速に結成できたのではないか？

１６１５年 大坂夏の陣
１６１９年 福島正則更迭。浅野長晟、安芸国入封

１６２８年 他国酒の輸入禁止
１６４３年 他国酒の輸入禁止
１７０５年 他国酒の輸入禁止
１７３３年 他国酒の輸入禁止
１７７８年 他国酒の輸入禁止

歴 史

江戸の流行が分からなくなり、時代遅れに 賀茂郡南部酒造組合発足

製塩業が始まった

明治維新～西南戦争で後れを取っている事を
知り、竹原が酒質向上の機運に包まれた

浅野の赤穂の分家が
製塩業で栄えていた

源平合戦～承久の乱で小早川家が関東から移住してきた

小早川の港町として栄えた
地理的に製塩の
適地だった

酒造りに適した
井戸があった

製塩で育まれた
竹原商人の気質

１１７７１１６６年年 享享保保のの改改革革

・・質質素素倹倹約約
・・新新田田開開発発 eettcc..

・・砂砂糖糖のの国国産産化化
・・朝朝鮮鮮人人参参のの国国産産化化

甘甘くくなないい日日本本酒酒がが流流行行

竹鶴家 家系図

助右衛門

厚三郎

友 三

恭 祐

壽 夫

敏敏 夫夫

マ ツ知次郎

長 男チョウ敬次郎

長 男三 女次 男政政 孝孝

威

リ タ

威
（養子）

（9代目・1802～1859）

（14代目・1973～）

（1894～1979)

（1850～1879）

（1879～1942）

（本家）

（分家）

１８６８年 明治維新
１８７１年 酒株制度廃止

１９０７年 第一回全国清酒品評会で広島が上位を独占

歴 史

１８８８年 酒質向上を目的とし、竹原を中心に広島県下初の
酒造組合が結成（賀茂郡南部酒造組合）

１８７８年 西南戦争
竹原～安芸津の酒蔵は九州に販路拡大を計る

当時の流行の最先端「灘の酒」との差を知る

１８４０年 宮水の発見
（兵庫県西宮市）

「飲みやすい」日本酒が流行に
（吟醸酒の始まり）



竹竹鶴鶴政政孝孝（（11889944～～11997799））

・・本本物物ののウウイイススキキーー造造りりをを学学ぶぶたためめ
・・単単身身ススココッットトラランンドドへへ留留学学
（（大大正正７７（（１１９９１１８８））年年））

・・ウウイイススキキーー含含有有量量がが最最大大５５％％ししかか
・・許許さされれてていいななかかっったた（（００％％もも可可））
・・３３級級ウウイイススキキーーにに、、限限度度一一杯杯ままでで
・・５５％％ののウウイイススキキーーをを入入れれたた
（（昭昭和和２２５５（（１１９９５５００））年年））

・・「「品品質質ののニニッッカカ」」
・・「「日日本本ののウウイイススキキーーのの父父」」

11888888年年 賀賀茂茂郡郡南南部部酒酒造造組組合合発発足足

竹原の製塩業は途絶えてしまいましたが
「本物を目指す」という心は酒造りに生きています

ご清聴、有難うございました


